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(57)【要約】
【課題】輝度の変化する外光を光源として用いる液晶表
示装置において、低消費電力化を図る。
【解決手段】外光検出回路１Ｓにより外光の輝度の変化
が検出され、その輝度を示す検出信号ＤがドライバＩＣ
に入力される。このとき、第１のテーブルメモリ２８に
より、検出信号Ｄが示す外光の輝度に応じてフリッカ率
が０となるフレーム周波数が選択される。このフレーム
周波数に対応した周波数の駆動クロックが発振器２７に
より生成され、その駆動クロックを基に表示パネル１が
駆動される。即ち、表示パネル１は各外光の輝度で最適
なフレーム周波数に切り換えられて駆動されるため、各
輝度ではフリッカ率が０となるとともに、消費電力を極
力抑えることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
外光を光源とする複数の画素を含む液晶表示パネルと、
　前記外光の輝度を検出する外光検出回路と、
　前記外光検出回路により前記外光の輝度の変化が検出されたときに、前記液晶表示パネ
ルのフリッカ率が一定値以下となるように、前記液晶表示パネルのフレーム周波数を変更
する制御回路と、を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記外光の輝度と前記液晶表示パネルのフリッカ率が一定値以下となるフレーム周波数の
関係を示すデータが格納されたメモリを備え、前記制御回路はこのメモリに格納されたデ
ータに基づいて、前記液晶表示パネルのフレーム周波数を変更することを特徴とする請求
項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
前記メモリに格納されたデータは、前記外光の輝度と前記液晶表示パネルのフリッカ率が
０となるフレーム周波数の関係を示すことを特徴とする請求項１又は２に記載の液晶表示
装置。
【請求項４】
外光を光源とする複数の画素を含む液晶表示パネルと、
　前記外光の輝度を検出する外光検出回路と、
　前記外光検出回路により前記外光の輝度の変化が検出されたときに、前記液晶表示パネ
ルのフリッカ率が一定値以下となるように、前記液晶表示パネルに表示データが書き込ま
れるフレーム数である、書き込みフレーム数を変更する制御回路を備えることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項５】
前記外光の輝度と前記液晶表示パネルのフリッカ率が一定値以下となる書き込みフレーム
数の関係を示すデータが格納されたメモリを備え、前記制御回路はこのメモリに格納され
たデータに基づいて、前記液晶表示パネルの書き込みフレーム数を変更することを特徴と
する請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記メモリに格納されたデータは、前記外光の輝度と前記液晶表示パネルのフリッカ率が
０となる書き込みフレーム数の関係を示すことを特徴とする請求項４又は５に記載の液晶
表示装置。
【請求項７】
前記液晶表示パネルに表示データを書き込むためのソースドライバを備え、前記制御回路
は、表示データの書き込みが行われないフレームにおいて、ソースドライバの動作を停止
させることを特徴とする請求項４乃至６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記外光検出回路は、外光の輝度に応じたリーク電流を生じるトランジスタを備え、その
リーク電流の増減により、前記外光の輝度の変化を検出することを特徴とする請求項１乃
至７のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、輝度の変化する外光を光源として用いる液晶表
示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、バックライトや外光等の光源を必要としている。バックライトを光源
とする液晶表示装置では、不要なバックライトの消費電力を抑えるために、必要に応じて
、バックライトをオンとオフの２段階に切り換えていた。
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【０００３】
　一般に液晶表示装置のフレーム周波数（１秒当たりのフレーム数）が低い場合にはフリ
ッカが視認されやすいが、バックライトの輝度が低い時には、フレーム周波数が低い場合
であっても、フリッカは視認されにくい。
【０００４】
　そこで、バックライトのオンとオフが切り換えられる液晶表示装置では、バックライト
のオンとオフの切り換えに応じて、高低の２段階にフレーム周波数を切り換えることによ
り、低消費電力化を図っていた。
【０００５】
　即ち、この方式は、バックライトのオン時にはフレーム周波数を高くし、バックライト
のオフ時にはフレーム周波数を低くすることによって、液晶表示装置の駆動に伴う消費電
力の低減を図るものである。この種の液晶表示装置は特許文献１に記載されている。
【特許文献１】特開平６－８３５０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、反射型や半透過型の液晶表示装置のように、輝度の変化する外光を光源
として用いる液晶表示装置に関しては、低消費電力化が未だ不十分であった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで、本発明は、輝度の変化する外光を光源として用いる液晶表示装置において、低
消費電力化を図るものである。
【０００８】
　本発明の液晶表示装置は、外光を光源とする複数の画素を含む液晶表示パネルと、外光
の輝度を検出する外光検出回路と、外光検出回路により外光の輝度の変化が検出されたと
きに、液晶表示パネルのフリッカ率が一定値以下となるように、液晶表示パネルのフレー
ム周波数を変更する制御回路と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　かかる構成によれば、外光の輝度に応じてフレーム周波数を複数の段階に切り換えるこ
とにより、液晶表示装置の消費電力を低減できる。
【００１０】
　また、本発明の液晶表示装置は、外光を光源とする複数の画素を含む液晶表示パネルと
、外光の輝度を検出する外光検出回路と、外光検出回路により外光の輝度の変化が検出さ
れたときに、液晶表示パネルのフリッカ率が一定値以下となるように、液晶表示パネルに
表示データが書き込まれるフレーム数である、書き込みフレーム数を変更する制御回路を
備えることを特徴とする。
【００１１】
　かかる構成によれば、外光の輝度に応じた頻度でソースドライバのオン及びオフを切り
換えることにより、液晶表示装置の消費電力を低減できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の液晶表示装置によれば、輝度の変化する外光を光源として用いる液晶表示装置
において、フリッカの発生を防止しながら低消費電力化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に、本発明の第１の実施の形態について図面を参照しながら説明する。図１は、本
発明の第１の実施形態にかかる液晶表示装置の概略構成図である。図１では、液晶表示パ
ネル（以降、「表示パネル」と略称する）１を断面図で示し、その他の構成要素について
はブロック構成図により示している。また、図２は、図１の液晶表示装置を示すブロック
構成図であり、表示パネル１に設けられた外光検出回路１ＳとドライバＩＣ２０を示すも
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のである。なお、この表示パネル１は、外光を光源として液晶ＬＣの透過光量を制御して
表示を行う反射型であるものとする。
【００１４】
　最初に、この液晶表示装置の概略構成について説明する。図１に示すように、表示パネ
ル１は、第１の絶縁基板１１と第２の絶縁基板１４によって封止された液晶ＬＣからなる
。第１の絶縁基板１１には、画素１Ｐ毎に、表示信号Ｖｓｉｇが供給される画素トランジ
スタ１２が形成されている。各画素トランジスタ１２には、表示信号Ｖｓｉｇを一定期間
保持する不図示の保持容量が設けられている。また、各画素トランジスタ１２には、画素
トランジスタ１２を通して表示信号Ｖｓｉｇが印加される画素電極１３が接続されている
。この画素電極１３は、それ自体が外光を反射する反射金属層により構成されるか、又は
透明金属層と外光を反射する反射材料との組み合わせにより構成される。第２の絶縁基板
１４には、透明金属からなり共通電位が印加される共通電極１５が形成されている。
【００１５】
　また、図示しないが、第１の絶縁基板１１上には、画素１Ｐに表示信号Ｖｓｉｇを供給
して水平走査を行う水平ドライバと、行毎に画素１Ｐを順次選択する走査信号を供給して
垂直走査を行う垂直ドライバが形成されている。
【００１６】
　さらに、本実施形態の特徴として、表示パネル１には、表示パネル１に入射する外光の
輝度を検出する外光検出回路１Ｓが設けられている。図２に示すように、外光検出回路１
Ｓは、ゲート及びソースが接地されドレインにバイアス電圧２Ｂが接続された薄膜トラン
ジスタ（以降、「ＴＦＴ」と略称する）２を備えている。
【００１７】
　このＴＦＴ２に外光が入射すると、その輝度に応じて、光リーク電流としてドレイン電
流Ｉｄが流れる。このドレイン電流Ｉｄは、ＴＦＴ２の不図示の能動層に存在する空乏層
に外光が入射して電子正孔対が発生したことにより生じるリーク電流である。
【００１８】
　ＴＦＴ２のドレイン電流Ｉｄと外光の輝度の関係について本発明の発明者が測定した結
果を、図３の特性グラフに示す。図３では、縦軸にドレイン電流Ｉｄ（光リーク電流）［
ｐＡ］が対応し、横軸に外光の輝度［ｃｄ／ｍ２］が対応している。図３から明らかなよ
うに、ドレイン電流Ｉｄと外光の輝度には略相関が認められることから、このドレイン電
流Ｉｄを、外光の輝度の検出信号Ｄとして扱うことができる。
【００１９】
　この検出信号Ｄは、図１及び図２に示すように、表示パネル１と接続されたドライバＩ
Ｃ２０の電流検出回路３１に入力される。電流検出回路３１については後述する。ドライ
バＩＣ２０は、検出信号Ｄに応じて、表示信号Ｖｓｉｇ、垂直スタートパルスＳＴＶ、垂
直クロックＣＫＶ、水平スタートパルスＳＴＨ、水平クロックＣＫＨ等の駆動信号を表示
パネル１に供給し、そのフレーム周波数を制御する。
【００２０】
　なお、外光検出回路１Ｓは、外光の輝度を示す検出信号Ｄを出力するものであれば、上
記以外の構成を有してもよい。例えば、ＴＦＴ２の替わりに、外光の輝度に応じた電流を
出力するものであれば、他の種類のトランジスタ、受光素子、又は電子デバイスが設けら
れてもよい。
【００２１】
　上述した表示パネル１に対して本願の発明者による光学的測定が行われた結果、図４に
示すような表示パネル１のフリッカ率とフレーム周波数の関係が明らかになった。図４は
、表示パネル１のフリッカ率とフレーム周波数の関係を示す特性グラフであり、縦軸はフ
リッカ率に、横軸はフレーム周波数［Ｈｚ］に対応している。図４では、表示パネル１に
入射されることが想定される外光の各輝度が、２７００、２１００、１５００、８００［
ｃｄ／ｍ２］である場合に測定した結果を示している。
【００２２】
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　ここで、フリッカ率は、表示パネル１の表示光（即ち画素電極１３で反射された外光）
を光学測定器により測定した場合のフリッカ実効値を輝度で除した値である。また、フレ
ーム周波数は、１秒当たりのフレーム数（画面数）である。
【００２３】
　図４から明らかなように、各輝度において、フレーム周波数がある値を超えると、フリ
ッカ率が０になることが分かる。例えば、２７００［ｃｄ／ｍ２］では５０［Ｈｚ］のと
きにフリッカ率は０になり、表示パネル１においてフリッカが視認されなくなる。同様に
、２１００［ｃｄ／ｍ２］では４０［Ｈｚ］のときに、１５００［ｃｄ／ｍ２］では３０
［Ｈｚ］のときに、８００［ｃｄ／ｍ２］では２０［Ｈｚ］のときにフリッカ率は０とな
る。
【００２４】
　図４の特性グラフを基にして、フリッカ率が０になるときの各輝度とフレーム周波数の
関係を調べると図５のような特性グラフが得られる。図５では、縦軸はフレーム周波数［
Ｈｚ］に、横軸は外光の輝度［ｃｄ／ｍ２］に対応している。図５から明らかなように、
各輝度とフレーム周波数には略線形性が認められるため、上記以外の輝度においてフリッ
カ率が０となるフレーム周波数についても求めることができる。
【００２５】
　一般に、フレーム周波数を上げるとフリッカ率が低下するものの消費電力が増大する。
これに対して本実施形態では、フリッカ率を０にすることと、消費電力を極力抑えること
を両立させるために、外光検出回路１Ｓにより外光の輝度の変化が検出されるたびに、フ
リッカ率が０となる各フレーム周波数を図５の特性グラフに従って決定し、そのフレーム
周波数によって表示パネル１を駆動する。
【００２６】
　次に、このような液晶表示装置の詳細について図面を参照して説明する。図２に示すよ
うに、表示パネル１と接続されたドライバＩＣ２０には、ＣＰＵインターフェイス（以降
、「ＣＰＵＩ／Ｆ」と略称する）２１Ｃを通して入力されたコマンドＣＭＤに応じて制御
されるメモリコントローラ２１が設けられている。また、デジタルデータであるビデオデ
ータがメモリコントローラ２１を通して読み書きされるビデオメモリ２２と、ビデオメモ
リ２２に書き込まれたビデオデータの出力を制御する出力コントローラ２３と、出力コン
トローラ２３から出力されたビデオデータのグレースケールを選択する階調選択器２４と
、ビデオデータを増幅して表示パネル１に出力する第１のソースドライバ２５が設けられ
ている。
【００２７】
　また、ドライバＩＣ２０には、出力コントローラ２３のタイミングを制御するタイミン
グコントローラ２６と、所定のフレーム周波数に応じた周波数の駆動クロックを生成して
、これをタイミングコントローラ２６に入力する発振器２７が設けられている。
【００２８】
　さらに、ドライバＩＣ２０には、図５の特性グラフに従って決定された各外光の輝度に
対応したフレーム周波数のテーブルが格納された第１のテーブルメモリ２８が設けられて
いる。
【００２９】
　ここで、第１のテーブルメモリ２８に格納されたテーブルでは、表示パネル１に入射す
ることが想定される外光の輝度が、例えば２７００、２１００、１５００、８００［ｃｄ
／ｍ２］であるとすると、図５の特性グラフに従って、各輝度に対して５０、４０、３０
、２０［Ｈｚ］のフレーム周波数が対応している。この場合のテーブルを図６に示す。
【００３０】
　なお、多様な外光の輝度に対応すべく、第１のテーブルメモリ２８のテーブルにおける
輝度の間隔は、上記より小さな間隔であってもよい。この場合、第１のテーブルメモリ２
８には、図５の特性グラフに従って、上記以外の輝度に対応して、フリッカ率を０にする
フレーム周波数のテーブルが格納される。
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【００３１】
　また、ドライバＩＣ２０には、外光検出回路１ＳのＴＦＴ２から入力された微小なドレ
イン電流Ｉｄ（光リーク電流）を増幅する電流検出回路３１と、そのドレイン電流Ｉｄを
Ａ／Ｄ変換するＡ／Ｄコンバータ３２が設けられている。
【００３２】
　次に、この液晶表示装置の動作について説明する。ドライバＩＣ２０に入力されたビデ
オデータ（デジタルデータ）は、ＣＰＵＩ／Ｆ２１Ｃを通して入力されたコマンドＣＭＤ
に応じて、メモリコントローラ２１によりビデオメモリ２２に書き込まれる。このビデオ
データは、出力コントローラ２３によって、タイミングコントローラ２６の制御により階
調選択器２４に出力される。ビデオデータは、階調選択器２４によってグレースケールの
調整が行われた後、第１のソースドライバ２５によってアナログ信号として増幅され、表
示信号Ｖｓｉｇとして表示パネル１に供給される。
【００３３】
　表示パネル１は、水平走査及び垂直走査によって表示信号Ｖｓｉｇを画素１Ｐに供給す
る。表示の際は、表示信号Ｖｓｉｇが画素電極１３に印加され、共通電極１５との間の電
界に応じて液晶ＬＣの配向方向が変化することにより、画素電極１３で反射された外光の
透過光量の制御が行われる。
【００３４】
　上記水平走査及び垂直走査は、第１のテーブルメモリ２８の各輝度とフレーム周波数の
テーブルに応じて切り換えられたフレーム周波数によって行われる。
【００３５】
　即ち、表示パネル１に入射する外光の輝度が変化すると、外光検出回路１ＳのＴＦＴ２
の光リーク電流であるドレイン電流Ｉｄが変化する。外光検出回路１Ｓは、この外光の輝
度に応じて流れるドレイン電流Ｉｄを検出信号ＤとしてドライバＩＣに入力する。この検
出信号Ｄは微小電流であるため、電流検出回路３１により増幅されて、Ａ／Ｄコンバータ
３２によりデジタルデータに変換される。
【００３６】
　すると第１のテーブルメモリ２８は、デジタルデータとなった検出信号Ｄを参照し、そ
の検出信号Ｄの輝度（又はそれに近似する輝度）に対応したフレーム周波数のデータを発
振器２７に入力する。
【００３７】
　発振器２７は、このフレーム周波数のデータに応じた周波数の駆動クロックを生成し、
これをタイミングコントローラ２６に入力する。タイミングコントローラ２６は、発振器
２７の駆動クロックと、これとは別に入力された各種の駆動信号、例えば水平同期信号Ｈ
ＳＹＮＣ、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ、基準クロックＰＣＬＫ等を基に、垂直スタートパル
スＳＴＶ、垂直クロックＣＫＶ、水平スタートパルスＳＴＨ、及び水平クロックＣＫＨ等
の駆動信号を生成する。
【００３８】
　生成された上記駆動信号は表示パネル１に入力される。表示パネル１において、不図示
の垂直ドライバにより、垂直スタートパルスＳＴＶ及び垂直クロックＣＫＶに応じて、画
素１Ｐの画素トランジスタ１２へ走査信号が順次印加され、外光の輝度に対応したフレー
ム周波数により垂直走査が行われる。また、不図示の水平ドライバにより、水平スタート
パルスＳＴＨ、及び水平クロックＣＫＨに応じて表示信号Ｖｓｉｇが画素１Ｐに順次供給
されて水平走査が行われる。
【００３９】
　この動作は、外光検出回路１Ｓにより外光の輝度の変化が検出される度に、第１のテー
ブルメモリ２８により各外光の輝度に対応したフレーム周波数が選択されて繰り返される
。
【００４０】
　こうして、表示パネル１は各外光の輝度で最適なフレーム周波数に切り換えられて駆動
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されるため、各輝度ではフリッカ率が０となるとともに、消費電力を極力抑えることがで
きる。
【００４１】
　以下に、本実施形態にかかる第２の実施形態について図面を参照して説明する。図７は
、本実施形態にかかる液晶表示装置を示すブロック構成図である。この液晶表示装置の概
略構成は、図１に示した第１の実施形態と同じである。また、図７では、図１及び図２に
示した構成要素のうち、同一のものについては同一の符号を付して説明を省略する。
【００４２】
　第１の実施形態では、図５の特性グラフに従って、外光検出回路１Ｓにより検出された
外光の輝度に応じてフレーム周波数を切り換え、そのフレーム周波数に応じて発振器２７
の駆動クロックの周波数を変更していた。これに対し、本実施形態では、フレーム周波数
は一定、即ち発振器２７により生成される駆動クロックの周波数は一定である。そのうえ
で、外光検出回路１Ｓにより検出された各外光の輝度に応じて、表示信号Ｖｓｉｇが書き
込まれるフレームを間引くことで、書き込みフレーム数を変化させ、フリッカの発生を防
止しながら消費電力を抑えることを特徴とする。
【００４３】
　図７に示すように、表示パネル１と接続されたドライバＩＣ４０には、第１のテーブル
メモリ２８の替わりに、第２のソースドライバ４５及びタイミングコントローラ２６に接
続された第２のテーブルメモリ４８が設けられている。第２のテーブルメモリ４８には、
表示パネル１に入射されることが想定される外光の各輝度と、その輝度に対応した１秒当
たりの書き込みフレーム数のテーブルが格納されている。
【００４４】
　書き込みフレーム数は、駆動クロックの周波数を一定とした場合において、表示信号Ｖ
ｓｉｇが書き込まれるフレーム、即ち表示信号Ｖｓｉｇが画素１Ｐに供給されるフレーム
が１秒当たりにどれだけ存在するかを示している。表示信号Ｖｓｉｇが書き込まれないフ
レームにおいては、直前のフレームの表示信号Ｖｓｉｇが画素１Ｐの不図示の保持容量に
保持されて表示が行われる。以降、このフレームを保持フレームと呼ぶことにする。
【００４５】
　書き込みフレーム数は、図５の各輝度においてフリッカ率が０となるフレーム周波数に
対応している。ここで、外光の各輝度が２７００、２１００、１５００、８００［ｃｄ／
ｍ２］であるとすると、例えば２７００［ｃｄ／ｍ２］の輝度においては、フリッカ率が
０となるフレーム周波数は５０［Ｈｚ］であるため、書き込みフレーム数は５０［フレー
ム／秒］となる。また、２１００［ｃｄ／ｍ２］の輝度においては、フリッカ率が０とな
るフレーム周波数は４０［Ｈｚ］であるため、書き込みフレーム数は４０［フレーム／秒
］となる。同様に、１５００［ｃｄ／ｍ２］の輝度においては、書き込みフレーム数は３
０［フレーム／秒］となり、８００［ｃｄ／ｍ２］の輝度においては、書き込みフレーム
数は２０［フレーム／秒］となる。この場合のテーブルを図８に示す。
【００４６】
　なお、多様な外光の輝度に対応すべく、第２のテーブルメモリ４８のテーブルにおける
輝度の間隔は、上記より小さな間隔であってもよい。この場合、第２のテーブルメモリ４
８には、図５の特性グラフに従って、上記以外の輝度に対応して、フリッカ率を０にする
書き込みフレーム数のテーブルが格納される。
【００４７】
　また、第２のテーブルメモリ４８は、各書き込みフレーム数の替わりに、各書き込みフ
レーム数に対応した保持フレーム数が格納されてもよい。例えば、外光の各輝度が２７０
０、２１００、１５００、８００［ｃｄ／ｍ２］であり、駆動クロックの周波数が５０［
Ｈｚ］であるとすると、各輝度に対して０、１０、２０、３０［フレーム／秒］の保持フ
レーム数が対応する。これらの保持フレーム数は、駆動クロックの周波数の値と、図５の
各輝度に対応するフレーム周波数の各値との差により求められる。
【００４８】
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　次に、この液晶表示装置の動作について説明する。ドライバＩＣ４０に入力されたビデ
オデータが第２のソースドライバ４５に至るまでの動作は、第１の実施形態と同様である
。第２のソースドライバ４５は、第１の実施形態の第１のソースドライバ２５と同様にビ
デオデータをアナログ信号として増幅し、表示信号Ｖｓｉｇとして、表示パネル１へ供給
する。しかし、第２のソースドライバ４５は、第１の実施形態とは異なり、第２のテーブ
ルメモリ４８のテーブルを参照することにより、外光検出回路１Ｓにより検出された外光
の輝度、即ち検出信号Ｄの輝度（又はそれに近似する輝度）に対応する書き込みフレーム
数に応じて、表示パネル１に対する表示信号Ｖｓｉｇの供給、及び供給の停止を制御する
。
【００４９】
　表示信号Ｖｓｉｇが書き込まれるフレームでは、タイミングコントローラ２６からの水
平スタートパルスＳＴＨ及び水平クロックＣＫＨに応じて、表示信号Ｖｓｉｇが不図示の
水平ドライバから画素１Ｐに供給されて水平走査が行われる。この水平走査が、垂直スタ
ートパルスＳＴＶ及び垂直クロックＣＫＶに応じて順次繰り返されて１フレームの垂直走
査が行われる。
【００５０】
　一方、表示信号Ｖｓｉｇの書き込みが行われないフレーム、即ち保持フレームでは、第
２のソースドライバ４５の動作は停止する。また、タイミングコントローラ２６は、垂直
スタートパルスＳＴＶ、垂直クロックＣＫＶ、水平スタートパルスＳＴＨ、及び水平クロ
ックＣＫＨの供給を停止する。これにより、そのフレームおいて画素トランジスタ１２は
オフされると共に、画素１Ｐへの表示信号Ｖｓｉｇの書き込みが停止する。画素１Ｐの不
図示の保持容量には、直前に書き込まれた表示信号Ｖｓｉｇが保持されており、この表示
信号Ｖｓｉｇにより表示が行われる。
【００５１】
　このようにして、図８のテーブルに従って各輝度に応じた書き込みフレーム数を変更す
ることにより、等価的に各輝度に応じたフレーム周波数を変更したことになり、フリッカ
率の発生が防止される。
【００５２】
　また、保持フレームにおいて、第２のソースドライバ４５の動作を停止しているため、
ドライバＩＣ４０側の消費電力を極力抑えることができる。また、保持フレームにおいて
画素トランジスタ１２がオフされると共に、画素１Ｐへの表示信号Ｖｓｉｇの書き込みが
停止することによって、画素１Ｐの不図示の保持容量の充放電回数が低減するため、表示
パネル１側の消費電力を抑えることができる。
【００５３】
　なお、上記第１及び第２の実施形態において、図５の特性グラフにおける各輝度に対応
したフレーム周波数は、所望の表示品位が得られるものであれば、フリッカ率が０以外の
所定の値、例えば略０となるように決定されてもよい。この場合、図４に基づいて、各輝
度において所定のフリッカ率を得ることができる最小のフレーム周波数を抽出し、図５と
同様の輝度とフレーム周波数の関係を示す特性グラフを求めればよい。この特性グラフを
基に、第１のテーブルメモリ２８又は第２のテーブルメモリ４８の各テーブルが決定され
る。
【００５４】
　また、上記第１及び第２の実施形態において、図５の輝度とフレーム周波数の関係は、
略線形性を有することから、その線形カーブを関数により近似し、その関数に基づいて、
外光検出回路１Ｓが検出した外光の各輝度に対するフレーム周波数又は書き込みフレーム
数を求めてもよい。この場合、第１のテーブルメモリ２８又は第２のテーブルメモリ４８
の替わりに、上記関数に基づいて各輝度に対するフレーム周波数又は書き込みフレーム数
を求める演算回路が設けられる。
【００５５】
　また、上記第１及び第２の実施形態では、液晶表示装置の表示パネル１は、図１に示す
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と、図１の画素１Ｐと同様に外光を光源とする反射領域とを備えた半透過型の表示パネル
であってもよい。半透過型の表示パネルの場合は、第１および第２のテーブルメモリ２８
，４８にバックライトがオンの時のフレーム周波数および書き込みフレーム数のデータを
予め格納しておき、バックライトのオン／オフ信号に基づいて、バックライトがオンの時
には、前記予め格納したフレーム周波数および書き込みフレーム数のデータに基づいて、
表示の制御を行なうように構成してよい。すなわち、第１の実施形態においては、バック
ライトがオンの時には、第１のテーブルメモリ２８からバックライトがオンの時のフレー
ム周波数のデータを発振器２７に入力し、他方、第２の実施形態においては、バックライ
トがオンの時には、第２のテーブルメモリ４８からバックライトがオンの時の書き込みフ
レーム数のデータを第２のソースドライバ４５に入力することで、表示の制御を行なう。
第２のテーブルメモリ４８に書き込みフレーム数の替わりに、書き込みフレーム数に対応
した保持フレーム数を格納する場合も同様である。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる液晶表示装置の概略構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態にかかる液晶表示装置を示すブロック構成図である。
【図３】薄膜トランジスタのドレイン電流（光リーク電流）と外光の輝度の関係を示す特
性グラフである。
【図４】フリッカ率とフレーム周波数の関係を示す特性グラフである。
【図５】本発明の第１の実施形態にかかる液晶表示装置のフレーム周波数と外光の輝度の
関係を示す特性グラフである。
【図６】第１のテーブルメモリに格納される輝度とフレーム周波数のテーブルである。
【図７】本発明の第２の実施形態にかかる液晶表示装置を示すブロック構成図である。
【図８】第２のテーブルメモリに格納される輝度と書き込みフレーム数のテーブルである
。
【符号の説明】
【００５７】
１　表示パネル　　　　　　　　　１Ｐ　画素
１Ｓ　外光検出回路　　　　　　　２　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
１１　第１の絶縁基板　　　　　　１２　画素トランジスタ
１３　画素電極　　　　　　　　　１４　第２の絶縁基板
１５　共通電極
２０，４０　ドライバＩＣ　　　　２１Ｓ　ＣＰＵインターフェイス
２１　メモリコントローラ　　　　２２　ビデオメモリ
２３　出力コントローラ　　　　　２４　階調選択器
２５　第１のソースドライバ　　　２６　タイミングコントローラ
２７　発振器　　　　　　　　　　２８　第１のテーブルメモリ
３１　電流検出回路　　　　　　　３２　Ａ／Ｄコンバータ
４５　第２のソースドライバ　　　４８　第２のテーブルメモリ
ＬＣ　液晶
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